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リーディングプロジェクト

5. 快適・安全安心な生活環境
実現 PJ

3.新たな観光交流おもてなし PJ

2.リニア効果最大化対流促進 PJ

4.中部圏創生暮らしやすさ実感PJ

6.中部・北陸圏強靱化 PJ

7.環境共生・国土 PJ

8.インフラ戦略的維持 PJ

9.すべての人が輝く「ひとづくり」
PJ

10.新たな「つながり」社会構築
PJ

1.ものづくり中部・世界最強化PJ

1-1ものづくり中枢圏形成

3-1広域観光交流圏の形成

6-1 南海トラフ地震など⼤規
模⾃然災害への備え

1-2 環太平洋・環⽇本海に拓
く⼀⼤産業拠点形成

3-2「昇⿓道プロジェクト」
の推進

6-2 太平洋･⽇本海２⾯活⽤
型国⼟構築

広域地方計画の具体的な推進方策（案）

・長野県中部～岐阜県飛騨・奥美濃～北陸圏
・紀伊半島南部 等

・ﾘﾆｱ効果、産業構造転換、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ変革、世界ｲ ﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ
・名古屋における都心での機能集積、中川運河・堀川再生
・ﾘﾆｱ中間駅周辺地域づくり
・太平洋側ﾘﾆｱ効果の受け皿整備、「内陸ﾌﾛﾝﾃｨｱ」を拓く取組、
富士山静岡空港、広域連携拠点としての機能強化
・名古屋駅と中部国際空港のﾘﾀﾞﾝﾀﾞﾝｼｰ機能確保
・ﾘﾆｱ中間駅へのｱｸｾｽ強化（中部横断、三遠南信、濃飛横断等）

・広域観光周遊ﾙｰﾄ「昇龍道」の重点ﾙｰﾄ設定
・訪日外国人旅行者の受入環境水準向上
・一貫した海外プロモーション

・公共交通網拡充（名古屋市都心部）、ＢＲＴ強化（岐阜市）
・ＥＴＣ2.0展開、安全運転支援ｼｽﾃﾑ実証実験（名古屋市内）
・幹線道路交通事故対策、生活道路･通学路安全対策
・安全運転支援技術の普及促進
（運行記録計・ﾄﾞﾗｲﾌﾞﾚｺｰﾀﾞｰの取得支援） 等

・多面的機能「道の駅」（重点「道の駅」１２駅）、「みなとｵｱｼｽ」
・都市･生活サービス機能の維持、立地適正化計画、都市機能集約
・地域資源の保存･継承･磨き上げ･掘り起こし･活用による観光交流
・歴史的建造物･まちなみ保全（高山市､亀山市､犬山市等） 等

・自動車関連産業他の産業競争力強化
・ものづくり人材育成、産学官連携

・ﾛﾎﾞｯﾄ技術開発・事業化支援
・産業を支える道路、港湾、空港の整備、総合的な治水
・中部国際空港（完全24時間化などの機能強化） 等

・高潮堤防、海岸堤防、防波堤･防潮堤、都市河川
・建築物耐震・不燃化、無電柱化、密集市街地対策、地籍調査
・東西軸・南北軸・環状軸基幹ﾈｯﾄﾜｰｸ強化 等

・大規模災害、早期復旧復興のための体制・基盤整備
・太平洋‐日本海広域企業間BCP

・伊豆半島ｼﾞｵﾊﾟｰｸ・富士山､美しい風土風景、日本風景街道
・低炭素社会、大気環境保全、ＥＳＤﾕﾈｽｺ世界会議の成果展開
・産業廃棄物適正処理、海面処分場整備
・国土保全、ニホンジカなど有害鳥獣対策 等

・ｲﾝﾌﾗ長寿命化計画、老朽化･耐震化対策、予防保全
・中部圏ｲﾝﾌﾗ用ロボットｺﾝｿｰｼｱﾑ、ﾛﾎﾞｯﾄ技術開発
・i‐Construction （情報化・省力化・平準化）
・建設現場環境整備、女性･若手技術者育成 等

・教育機関･企業連携、長期インターシップ、フィールド学習
・地域・大学連携、地域人材の育成
・ワーク･ライフ･バランス、男性の育児参画、イクメン、イクボス
・外国人労働者の適正雇用、日本社会への適応支援 等

・日常生活支援ｻｰﾋﾞｽ産業･課題解決型NPO育成､SB起業支援
・質の高い医療提供体制構築
・「信州ACEﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ推進事業」、長寿･健康づくり、予防医療
・救急救命医療、ﾄﾞｸﾀﾞｰﾍﾘ共同運行（富山県・岐阜県） 等
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主な取組事例

■昇龍道プロジェクト推進協議会
構成：国、地方自治体、民間企業等1,737者
主な取組：海外への一貫したプロモーション、国内観光力とホスピタリティ強化

■訪日外国人旅行者の受入に向けた中部ブロック連絡会
構成：国、地方自治体、観光関係団体、観光事業者等
主な取組：訪日外国人を受け入れる上での現状と課題を把握し受入環境整備等を推進
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■伊勢湾再生会議
構成：国、地方自治体 等
主な取組：伊勢湾の水質改善、多様な生物の生息・生育など、美しく健全な活力ある

伊勢湾の再生に向けた取り組みを共有

■南海トラフ地震対策中部圏戦略会議
構成：国、地方自治体、学識者、地元経済界等
主な取組：大規模災害時に効率的かつ迅速な対応がとれるよう、広域的な連携の推進

■広域観光周遊ルート「昇龍道」形成計画検討会議
構成：国、地方自治体、観光事業者団体等
主な取組：広域観光を推進するための６つの重点ルートを策定。重点ルートを軸とした

施設整備、受入環境整備を支援

■東海産業競争力協議会
構成：国、地方自治体、経済界、有識者等
主な取組：アクションプランTOKAI VISIONにより、地域ごとの戦略産業の特定、
地域資源の発掘・活用を通じた地域経済の活性化
輸送機械などの事業領域の拡大・新技術の創出、人材育成

■三遠南信地域連携ビジョン推進協議会
構成：国、地方自治体、学識者、経済界、地域住民等
主な取組：三遠南信サミットを開催し、 「安全・安心」「道路」「産業」 の３分野について

県域を越えた取り組みを推進

■富士伊豆箱根交流圏市町村ネットワーク会議
構成：静岡県、神奈川県、山梨県
主な取組：富士箱根伊豆交流圏市町村サミットの開催し、県域を越えた取り組みを支援

■インフラメンテナンス国民会議
構成：国、地方自治体、港湾管理組合、国民全般
主な取組：新技術の掘り起こし、多様な業種からの新規参入促進、メンテナンス理念の

普及 等

■道路メンテナンス会議
構成：国、地方自治体、（道路管理者）等
主な取組：各県単位で道路インフラの維持管理・補修等の効果的・効率的な実施

■あいちコミュニティ財団
構成：ＮＰＯ、個人等
主な取組：地域課題を「見える化」し、解決に挑むＮＰＯを支援

■地(知)の拠点大学による地方創生推進事業(COC+)
構成：信州大、岐阜大、静岡大、三重大
主な取組：地域・大学の連携、地域人材の育成
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２

■地域づくりに関連する最近の動向（例）

１．ものづくり関連 
○自動車メーカーの連携が進む

○パリ協定を踏まえて「地球温暖化対策計画」閣議決定（2016.5.13）

2030 年までに新車販売に占める次世代自動車の割合を 5 割～7 割を目指す

○MRJ 北米で型式証明取得にむけ試験飛行開始(2016.9.29)

○2020 ワールド・ロボット・サミットの開催地が愛知県空港島大規模

展示場に決定（2016.12.2）

２．リニア関連 
○リニア中央新幹線工事着手（長野県 11 月、愛知県 11 月、岐阜県 12 月）

○リニア中央新幹線大阪延伸最大 8 年前倒しに向け国の財政措置（2016.10.11） 

○名古屋駅再開発の進展（開業又は一部開業）

大名古屋ビルヂング(2016.3.9)、JP タワー(2016.6.7 一部)、

シンフォニー豊田ビル（2016.10.24）、JR ゲートタワー（2016.11.7 一部） 

３．観光関連 
○伊勢志摩サミットの開催(2016.5.26-27)

ポストサミットの経済効果約 1,500 億円（三重県試算）

○2026 夏期アジア競技大会の開催地が愛知県・名古屋市に決定（2016.9.25） 

○訪日外国人旅行者数 H27 より 2ヶ月早く 2000 万人突破、1-10 月約 2010

万人で H27 に比べ約 23%増（2016.10.30）

訪日外国人の 4-6 月の消費額は、前年度同期比 7.2%増（宿泊、飲食、交通） 

7-9 月の消費額は前年度同期費 2.9%減少、買物代が約 17%減少

○新たなユネスコ無形文化遺産登録「山・鉾・屋台行事」

中部圏で１１件登録（2016.12.1）

○昇龍道 9 県の 1-9 月全体宿泊者数は約 7,020 万人 H27 に比べ 3.9%減、外国

人延べ宿泊者数は、約 607 万人 H27 に比べ 6.5%増（2016.12.5）

４．社会資本関連 
○新東名（浜松いなさ JCT～豊田東 JCT）約 55km が開通（2016.2.13）

○新名神（四日市 JCT～新四日市 JCT）約 4.4km、東海環状自動車道（新四日

市 JCT～東員 IC）約 1.4km が開通（2016.8.11）

○災害発生 熊本地震（2016.4.14）、台風 7,9,10,11,16 号北海道、岩手

宮崎、鹿児島（2016.8～9））等


